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ネットワーク分析を用いた犯罪情報分析の研究 
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(1) 動機：近年，警察における犯罪情報（情勢）分析の

分野における GIS の活用が広がりを見せているが，

定量的な分析への取組みは発展途上にある．業

務の効率化という観点からも犯罪の抑止及び捜査

に用いることができる人的・時間的資源を最適化す

ることが望まれ，そのための戦略的な施策決定の

根拠となりうる分析手法を開発することが必要であ

る．そこで，警察の資源を集中的に投入する優先

順位を決定する手段として，ネットワーク分析を用

いた地理的プロファイリング（犯人居住地予測）の

可能性を検討した． 
(2) アプローチ：カナダ・バンクーバー市警察が開発し

た地理的犯罪者探索（CGT）モデル（システム名

「Rigel」）を応用し，一定区域内の各セルから各犯

行地点までの距離に基づいて重み付けされた点数

を合計し，その点数に応じて，犯人の活動拠点が

存在する可能性のある地域を可視化する手法につ

いて述べる． 
(3) 意義：地理的プロファイリングは，犯罪捜査の過程

で生み出される膨大な情報を扱う手法の一つであ

る．地理的プロファイリングで事件が解決することは

ないが，他の捜査手法と組み合わせることにより，

事件解決のスピードを向上させることができる，捜

査官の意思決定補助ツールである．地理的プロフ

ァイリングの捜査における応用場面としては，次の

ようなものをあげることができる． 

・ 容疑者の優先順位付け 
・ 集中パトロール 
・ 緊急配備計画への組込み 
・ 聞き込み実施場所の選定 
・ DNA 型スクリーニングの優先順位付け(*) 

(4) 特徴： 
・ 距離の計測には，Rigel がマンハッタン距離を用

いているのに対しネットワーク距離を用いること

により，犯人の現実の移動実態に近づけた．  
・ ネットワーク距離の計測には，CSIS が開発・配

布している SANET（Ver.4.1β）を用い，膨大な演

算を一括して処理した． 
・ 各セルから各犯行地点までの距離に応じた重

み付けには対数正規分布の確率密度関数を用

いた． 
・ 対数正規分布を用いることにより，Rigel よりピー

クがなだらかな分布を得られるとともに尖度，歪

度，平均，最頻値の調整を容易に行うことがで

きる．  
(5) 今後の展開：今後の課題として，追試による精度の

向上と尤度比等の検定手法を開発し，実用に耐え

うるものとする必要がある． 
(6) 使用したデータ：数値地図 25,000 
(7) 使用したソフトウェア：ArcInfo10，SANET，R 
(8) 参考文献：(*)D・キム・ロスモ著，渡辺昭一監訳「地

理的プロファイリング」北大路書房，2002 年 
 

 
図 1：ネットワーク距離を利用した地理的プロファイリングの例 


